







































































































































 ○ 世界を騒がせたあの瀋陽事件（’02年5月6日）から3ケ月後に着任 
 ○ 当時注目度ナンバー1、その間の出来事を日・東北関係の緊密化、相互理解の
深まりという観点から、つまり、東北地区がどの方向に顔を向けているかという観点から
報告。 
 
中国東北3年半在勤の結論 
イ．東北住民（省長さんから農民・小学校の生徒まで）日本との経済・文化交流の意欲が
強い。 
ロ．日本との東北地区との関係は大いに改善された。 
ハ．中国の中でも東北地区はプラスに差別化して対応すべし。 
ニ．東北地区との協力の効果・効率は中国の他の何処の地域より大きい。 
ホ．05年11月18日の播陽地下鉄1号線起工式からは東北の人たちの意気込みが感じられた。  
（1）大幅に改善された我が国と中国東北との関係 
（イ）帰朝に際し、省長と書記、各々との離任会見、かつてなかったこと。中国側の感情
表現、日本重視の姿勢、会見自体に意義。李克強書記、超多忙、積極的かつ柔軟な対日姿
勢。02年5月、涛陽は日中間外交の対決の焦点。いろんなことが良い方向に向かいつつある。
対照的。また、夏徳仁大連市長が日帰りで大連からかけつける。陳政高瀋陽市書記も心の
こもった送別晩餐会を主催。 
（ロ）昨年4月の対日デモ、在瀋陽総は窓ガラス1枚の損傷なし。日本料理店、在留邦人、
日系企業等、→切被害なし。日中関係全体が硬直。地方はより柔軟。上記、夏市長及び陳
市長の対日姿勢。（陳市長の回顧談） 
（ハ）対日デモの約1ケ月後、第5回目中経済協力会議（於瀋陽）。対日デモ後の最初の大
型経済会議前年の第4回目中経済協力会議（於仙台）、実は日中関係史上画期的な出来事。 
東北3省の省長全員＋内蒙古自治州の副州長、さらに大連、瀋陽、長春の3有力市長、東北・
北陸7県（青森、岩手、秋田、宮城、山形、福島、新潟）の7県知事全員と仙台市長、合計
1700人参加。本年06年の第6回目中経済協力会議（於長春）も成功裏に開催。 
（ニ）同じく昨年8月、藩陽国際観光祭、花車のパレー ド、五里河公園での盆踊り、この
パフォーマンスは痛快な出来事。歴史背景、どの都市よりも難しい土地柄。日本の伝統文
化・盆踊りの実演は初めて。中年のおばさん、10代の娘さん達、お年寄りの日本語の歌。
石などは飛んでこなかった。終了後も撮影会が延々と続く。日中友好の典型的な絵。潅陽
は安全。対日重視の都市。 
 
（2）邦人保護への対応（2つの例）  
不測事態発生の際、安心感を与えることの重要性 
（イ）SARS発生：その典型例。長春では感染者37名。住民の不安がピークに達した時点に
訪問（2回）。激励、連携、勇気ある行動と感謝される。長春市名誉市民。 
（ロ）引き続く災難。黒竜江チチハルでの毒ガス事故発生（03年8月4日）。反日の嵐か？
在留邦人を震撼、重苦しい不安。被害者増大44名。ついに1人死亡。新聞は1面トップ。チ
チハル行きの夜行列車（所要時間約13時間）、チチハル行きを懸念する向き。しかし、心
からの歓迎。テレビには約7分間放映。“チチハル市長、小河内総領事歓迎”、“小河内総
領事、早期回復を祈る”。帰瀋陽後、在留邦人に報告。自信を持って“心配はない”と言
えた。大きな安心感となる。  
（3）中国理解への努力 
（イ）中国語の勉強：ゼロから2年後、5大学（大連外国語学院、東北財経大学、瀋陽薬科
大学、東北大学、中国医科大学）で中国語で講演。中国に対する関心と親切心と受け止め
られる。今はアラビア語。 
（ロ）9．18歴史博物館との交流。井暁光館長等と心の通う状況。日本がいかに東北の住
民・農民を助けてきたかについての資料。同博物館の日本語解説文（すべてメモ）の修正
表作成、等を提供。全て自分で作成。同歴史博物館の正式資料となっている。 
（4）特別の協力関係 
陳政高瀋陽市長（現書記）と仲の良い総領事。日本に対する認識を良好にする効果。瀋
陽市の親切な相談役。邦人保護のための目に見えないセーフティネ ット。関係構築の瀋陽
ジャパンタウン構築の提示。ホテルニューオオタニで上映。CDにて瀋陽市側の資料。市の
職員達はしばしば本館執務室を訪問。瀋陽世界園芸博覧会に対する間接支援。市と共に支
援要請の手紙作成送付。 
（5）注目される自民党幹事長一行の瀋陽訪問 
昨年11月下旬、角田義一参院副議長、岡田克也前民主党代表、武部自民党幹事長一行が
ほぼ同時に瀋陽訪問。遼寧省に来れば対中政策について何かヒントが得られる。（つまり、
瀋陽在勤中、“日中関係打開は中国東北から”のメッセージを送り続けていた。） 
李克強省委書記と会見：極めて和やかな雰囲気。省委秘書長との晩餐会の席上、“幸せな
ら手を叩こう”を歌う。因みに、武部幹事長一行の9．18歴史博物館訪問について、井館長
は、“一行の中に総領事の姿を見て、古い友人達が訪ねてきたような気持ちになってしま
って、それでつい握手をしてしまった”と述懐。握手までは考えていなかったということ。 
（6）モデル公館への努力 
ハードウェアとして昨年5月に新館完成。任期中に完成させた異例のケース。大変な苦労。
事務所面積3．5倍。世界で一番汚い総領事館から現代的な美しい外観への変化。ソフトウ
ェアとしてバックアップ体制の格段の強化。 
（7）結び 
一番大切なのは人間。広い視野、緻密な計算、知的勇気の実行。結果として“友好の使者”。
心の通う状況を作ることが日中関係改善の条件。日本をより頼りにさせる努力が必要。束
北の人たちの頭の中にいつも自然に日本があるような状態にしていかなければならない。
存在感のある日本、頼りになる日本にならなければならない。東北に“借港出海”ルートの他、
ジャパンタウン、日中友好スポーツ交流センター、有機農業訓練センター等が実現される
ことを期待したい。 
 
3．日本海ルート開発に関するコメント 
(1)ようやく中国東北と日本が地理的に本当に近いという当たり前のことが日中両国民
に認識されてきたことは喜ばしい。こうした認識がさらに普及していくことを期待。 
 
(2)次に、この計画（大豆満江地域開発と合わせて）は10年以上前から論議は数多くあっ
たが、具体的にはなかなか進展しないという面があった。それが、今、具体的目標を持ち
具体的行動計画の下に前進し始めているのは、やはり国策としての束北振興の効果。日本
海ルートの開発には今後も東北振興が成果を上げていくことが重要。そもそも中国東北の
主要都市間を結ぶ高速道路が整備されておらず、吉林省に高速道路が1本もなかったような
状態では“借港出海”を必要とする強いエネルギーが生まれてこないのは当然。 
 
（3）現在、延辺の澤春市では、紡績、アパレル、木材、海産物、その他の加工業、エネ
ルギー工業、国際物流の分野で産業の振興が図られている。日本海ルート開発にとって良
い兆候。今後、日本海ルートの開発と結びつけた更なる新商品の開発が望まれる。 
（渾春市では、日本人が好きな色の墓石までが日本に輸出されている。この石のお世話に
なりたくないが、有望商品ではないか） 
（4）但し、日本海ルートの開発・発展には今後も地道な努力が必要。一つは東北地区の
発展速度が、中国の他の地域と比べ相対的にスローダウンしていること。全国に占めるGDP
の割合が低下してきている。不良資産額がなかなか減らないといった問題もある。もう一
つは、大豆満江地域開発に当たっての中国側の狙いと日本側の狙いは同一ではないという
こと。中国側の狙いは、基本的に中朝あるいは中露間の、あるいはそれにモンゴルを加え
た地域協力の拡大であり、また、日本海ルート開発と言っても中国側は琿春市に物を集め
て日本海ルートで経済力のある中国の南の地域に流通させるとのスタンス。日本海ルート
を通じての中国の日本との経済交流はまさにこれからといったところである。 
（5）最後に北朝鮮ルートとロシアルートとの問題についてコメントしたい。ロシアルー
トが重要であることは言うまでもないが、ロシアルートには技術的な問題以外にモスクワ
との距離、ロシアの政策が予見困難等といった問題がある。北朝鮮ルートにも似た問題は
あるが、同じような考えをしている東洋人同士の方が考え方も似ていて無理が効くとか柔
軟性を発揮できる余地が大きい点で、より無難ではないか。もとより、北朝鮮とロシアの
双方のルートが活用できる状態が理想である。 
4．日本の役割 
20世紀の70年代までは中国の中では東北地区が発展地域であり、上海・北京・天津地区
は遅れた地域だった。また、現在の上海等の発展地域は長期には人口増加、人件費高騰、
土地の不足、水・エネルギー等の不足によってやがて高成長は打ち止めとなり停滞期に入
る。遅かれ早かれ東北地区は着実に成長・発展していく。そしてその発展が日本国の国益
と合致し地域の安定に資することは言うまでもない。 
よって、第1に、日本は中国北東地区との共同発展を積極的に目指すべきであり、そのた
めにも文化・教育・スポーツ等の面で中国北東地区をプラスになるように差別化した支援
政策を立てる必要がある。かかる観点から、延辺大学との学術交流は重要。 
第2に、経済交流が発展していくためには地域の安定が不可欠だが、この地域（東北アジ
ア）は必ずしも十分に安定した地域ではなく危険もある。近隣諸国間のナショナリズムの
問題は常に指摘されている。さらに、自然災害の問題もある。という状況の中で日本が果
たすべき役割は安定力となること。この地域が右や左に大きく振れようとするとき、真中
に引き戻す安定力が必要。それができるのは日本だけ。 
第3に、このセミナーに参加するに当たり資料に目を通していたところ、中国側、とりわ
け吉林省、延辺自治州、そして琿春市のリーダーの発表の中に、しばしば“新しい時代”、
“歴史の使命”、“歴史的構想”といった表現が出てくる。新しい時代を開くという歴史
的な事業に関わっているとの気持ちでこの間題に取り組んでいる姿勢は素晴らしい。しか
し、東北アジア地域とりわけ朝鮮半島と中国東北地区と日本との歴史背景を考えるとき、
この地域に“新しい時代”を開くという目標こそ、まさに日本が取り組むべき21世紀前半
の最大の課題。 
これまで戦争の歴史は別の新たな戦争によってしか改まることのなかった人類の歴史を、
戦争以外の生産的な方法によって諸民族の融合と繁栄の未来を実現することこそ日本の使
命ではないか。そして、公平・平等・親切・正直・勤勉・節約・和といった日本の価値を
諸民族と分かち合い、日本の本然の姿をしつかり国際社会にアピールしていかなければな
らないと考える。 
(本稿は7月3日の上海センター・シンポジウムにおいて在リビア日本国大使、前在瀋陽日
本国総領事小河内敏朗氏が報告されたものの報告原稿を本人の了解をとって掲載したもの
です) 
 
